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      新

年
度
を
迎
え
て 

校
長 
安
藤 

和
義 

こ
の
四
月
に
佐
藤
秀
樹
校
長
先
生
の
後 

 
 

任
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
安
藤
和
義
と
申 

 
 
 
 

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

四
月
六
日
の
入
学
式
で
は
、
幼
稚
部
五
名
、

小
学
部
二
十
一
名
、
中
学
部
十
九
名
、
高
等

部
四
十
五
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
新

入
生
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
四
年
度
は
、
二

百
四
名
の
在
校
生
を
加
え
、
幼
児
児
童
生
徒

二
百
九
十
四
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

本
校
の
校
訓
は
、「
元
気
な
子
」「
仲
良
く

す
る
子
」「
が
ん
ば
る
子
」
で
す
。
入
学
式
・

始
業
式
で
は
、
病
気
や
け
が
を
し
な
い
よ
う

に
、
休
ま
ず
学
校
に
来
て
、
元
気
に
明
る
く

挨
拶
を
し
、
友
達
と
仲
良
く
し
、
ど
ん
な
こ

と
に
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
力
を
身
に
付

け
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
、
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
諸
機
関

の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
に
際
し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御 

      協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
二
年
一
月
十
六
日
、
日
本
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
肺
炎
が
確

認
さ
れ
て
以
来
、
毎
日
新
規
感
染
者
数
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
教
育
活
動

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
感

染
状
況
に
よ
り
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
て
教
育
活
動
を
制
限
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
と
御
協
力
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

退
職
者
紹
介 

佐
藤
秀
樹 

楯 

敦
子 

原
田 
雅
充 

若
原 

由
江 

転
出
者
紹
介 

伊
藤 

徹
（
岡
崎
特
別
支
援
学
校
へ
） 

椙
村 

明
（
小
牧
特
別
支
援
学
校
へ
） 

髙
瀬
祐
一 

境 

圭
介 

（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
へ
） 

日
谷
勝
己
（
豊
田
特
別
支
援
学
校
へ
） 

加
藤
作
吉 

（
名
古
屋
盲
学
校
へ
） 

諸
岡
容
子 

見
掛
理
之 

（
瀬
戸
特
別
支
援
学
校
へ
） 

村
上 

薫 

安
部
梨
乃 

（
い
な
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
へ
） 

大
嶋
理
恵
子 

（
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校
へ
） 

光
家
し
の
ぶ
（
に
し
お
特
別
支
援
学
校
へ
） 

鈴
木
亜
弥
（
豊
川
特
別
支
援
学
校
へ
） 

林 

恵
佑
（
県
民
文
化
局
県
民
総
務
課
へ
） 

内
地
留
学
者 

恒
川
陽
介 

（
愛
知
教
育
大
学
特
別
支
援
教
育
特
別
専

攻
科
派
遣
研
修
） 

任
期
満
了
者 

東
阪
里
美 

長
尾
仁
史 

 

（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
へ
） 

水
野
弥
生 

井
上
精
二 

（
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
へ
） 

小
野
理
愛
（
三
好
特
別
支
援
学
校
へ
） 

岡
部
由
実
（
尾
張
旭
市
立
旭
中
学
校
へ
） 

大
谷
奈
都
季 

水
野
雄
太 

（
名
古
屋
特
別
支
援
学
校
へ
） 

坂
井
一
輝
（
海
津
特
別
支
援
学
校
へ
） 

生
田
恵
理
沙 

（
春
日
井
市
立
春
日
井
小
学
校
へ
） 

丹
羽
菜
々
子
（
扶
桑
北
中
学
校
へ
） 

張
山 

彩
（
可
児
市
立
桜
ヶ
丘
小
学
校
へ
） 

福
岡
弥
空
（
春
日
井
市
立
篠
原
小
学
校
へ
） 

澤
田
周
作 

（
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校
へ
） 

  

転
入
者
紹
介 

安
藤
和
義
（
千
種
聾
学
校
か
ら
） 

後
藤
義
和
（
大
府
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

日
谷
恵
美 

（
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

窪 

進
吾
（
一
宮
聾
学
校
か
ら
） 

宮
川 

卓
（
半
田
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

沢
田
泉
美 

石
田
健
二 

伊
藤
宗
隆 

（
小
牧
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

中
山
聡
子 

辻 

由
紀 

（
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

垣
内
浩
志 

（
瀬
戸
つ
ば
き
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

加
藤
宏
隆
（
豊
橋
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

村
上
城
如
（
豊
田
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

 

大
島
光
姫
（
安
城
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

郡
山
誠
真 

（
名
古
屋
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

荒
城
悠
香
（
瀬
戸
特
別
支
援
学
校
か
ら
） 

堀
部
紀
美
子 

（
保
険
医
療
局
健
康
対
策
課
か
ら
） 

新
規
採
用
者
紹
介 

堀
部
貴
水 

辻 

明
莉 

外 

有
那 

今
枝
智
代 

永
屋
真
実 

太
田
貴
行 

 

湯
浅
留
奈 

久
保
田
祐
斗 

濱
島
悠
佑 

柴
原
暁
子 

坪
井
三
奈 

楯 

敦
子 
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！ 

  
幼
稚
部
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
年
中
さ
ん
と
年
長 

さ
ん
、
合
わ
せ
て
５
人
の
お
友
達
が
入
学 

し
て
き
ま
し
た
。
皆
の
瞳
が
き
ら
き
ら
と 

輝
い
て
、
元
気
な
幼
稚
部
さ
ん
に
な
り
ま 

し
た
。
友
達
と
仲
よ
く
し
て
、
笑
顔
い
っ 

ぱ
い
の
幼
稚
部
さ
ん
に
な
り
ま
し
ょ
う
ね
。 

 
 

   

小
学
部
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
一
年
生
は
、
二
十 

一
名
の
お
友
達
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。 

ク
ラ
ス
も
、
に
こ
に
こ
学
級
さ
ん
と
合
わ 

せ
て
５
学
級
に
な
り
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い 

の
お
友
達
で
す
。
一
日
も
早
く
、
仲
良
く 

な
っ
て
、
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た 

り
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
さ
あ
、
新
し 

い
学
校
生
活
の
始
ま
り
で
す
！ 

   
 

真
新
し
い
制
服
が
ま
ぶ
し
い
新
一
年
生 

の
み
な
さ
ん
、
本
校
中
学
部
へ
御
入
学
お 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
小
学
部
か 

ら
十
一
名
、
地
域
の
小
学
校
か
ら
七
名
の 

計
十
八
名
の
御
入
学
を
心
か
ら
嬉
し
く
思 

い
ま
す
。
見
る
物
全
て
に
目
を
輝
か
せ
て 

教
室
内
を
歩
き
回
る
新
入
生
が
印
象
的
で 

し
た
。「
明
る
く
、
素
直
、
一
生
懸
命
」
な 

気
持
ち
を
も
っ
て
、
充
実
し
た
中
学
部
生
活

を
送
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

   

令
和
四
年
度
、
四
十
五
名
が
高
等
部
へ
入

学
し
ま
し
た
。
入
学
式
で
は
、
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
す
ぐ
に
友
達
と
楽
し
そ
う
に
話

す
様
子
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
等
部
三
年
間
で
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
経
験
を
重
ね
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
、
充

実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
先
生

た
ち
が
、
全
力
で
応
援
し
ま
す
。 

    

今
年
度
、
中
央
病
院
院
内
学
級
に
中
学
部

の
新
入
生
を
１
名
迎
え
ま
し
た
。
授
業
交
流

の
と
き
に
来
て
い
た
ゆ
り
の
き
教
室
で
の
入

学
式
。
ゆ
り
の
き
教
室
に
入
っ
た
と
き
は
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
式
が
始
ま
る
と
引
き

締
ま
っ
た
表
情
に
な
り
ま
し
た
。
校
長
式
辞

や
校
歌
清
聴
で
は
、
大
き
な
口
を
開
け
、
相

づ
ち
を
う
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
中
学
生
へ
の
意
欲
に
満
ち
た
入

学
式
で
し
た
。 

   

 
 

                              

  

中
学
部
南
棟
工
事
完
了
し
ま
し
た 

昨
年
度
夏
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
床
・
壁
・
照
明
が
新
し

く
な
り
、
明
る
い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
、
中
学
部
中
棟
の
大
規
模
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
小
学

部
三
年
生
教
室
横
の
ト
イ
レ
も
改
修
し
ま

す
。
で
き
る
限
り
工
期
を
短
く
依
頼
し
ま
す

が
、
特
に
二
学
期
の
ト
イ
レ
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

   

 

小
学
部 

中
学
部 

高
等
部 

こ
ば
と
中
央 

１学期主な行事予定 

   ５月                 

25日（水）中学部運動発表会 

26日（木）高等部運動発表会 

27日（金）幼小学部運動発表会 

６月 

13日（月）～17日（金） 

高１・２ 前期校内実習 

13日（月）～24日（金） 

高３ 産業現場等における実習 

30日（木）～7月 1日（金） 

中１・中２ 野外活動 

７月 

７月４日（月）～７月８日（金） 

中３ 産業現場等における実習 

４日（月）～７日（木）授業参観 

５日（火）高１ 進路説明会 

高等部 進路講話会 

20日（金）１学期終業式 

幼
稚
部 

お
知
ら
せ 

http://www.haruhidai-sh.aichi-c.ed.jp/

